
　
　

万
灯
呂
山
展
望
台
、

谷
川
ホ
タ
ル
公
園
、
玉
川

さ
く
ら
公
園
、
左
馬
ふ
れ

あ
い
公
園
の
年
間
利
用
者

数
は
。

　
　

管
理
者
が
い
な
い

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
公

園
の
た
め
、
利
用
者
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　

左
馬
ふ
れ
あ
い
公
園

へ
の
ト
イ
レ
設
置
、
万
灯

呂
山
展
望
台
の
水
洗
ト
イ

レ
化
の
考
え
は
。

　
　

両
公
園
と
も
、
上
水

道
の
整
備
が
困
難
な
場
所
。

多
額
の
費
用
も
要
す
る
た

め
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
。

　

現
時
点
で
計
画
は
な
い
。

　
　

観
光
資
源
と
な
る
公

園
を
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

公
園
に
す
る
た
め
の
施
策

は
。

　
　

利
用
状
況
や
住
民

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
、
環
境

の
変
化
や
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
公
園
整
備
の

る
た
め
玉
川
周
辺
を
利
用

し
て
、
遊
歩
道
や
ア
ウ
ト

ド
ア
用
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト

等
を
整
備
す
る
考
え
は
。

　
　

ア
ウ
ト
ド
ア
用
の
テ

ン
ト
サ
イ
ト
を
含
め
、
ど

の
よ
う
な
土
地
利
用
を
す

れ
ば
、
魅
力
的
な
エ
リ
ア

と
な
り
、
賑
わ
い
の
創
出

に
つ
な
が
る
の
か
、調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

　
　

玉
川
の
上
流
か
ら
下

流
ま
で
の
ど
こ
か
を
整
備

し
て
、
交
流
人
口
増
加
に

繋
げ
る
た
め
の
計
画
は
。

　
　
「
玉
川
さ
く
ら
公

園
」
の
堤
防
沿
い
や
玉
川

右
岸
の
通
路
を
遊
歩
道
と

し
て
の
利
用
で
き
る
よ
う

検
討
。

　

案
内
看
板
の
設
置
も
検

討
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
椿
坂
の
年
間
利
用
者

数
は
。

　
　

令
和
６
年
度
は
２
，

４
２
０
人
。

　
　

本
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
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左
馬
公
園
や
万
灯
呂
山
展
望
台
の

�

ト
イ
レ
整
備
を

遊
歩
道
や
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
整
備
を

上
水
道
整
備
が
困
難

�

現
時
点
で
計
画
は
な
い

辻
井
建
設
課
長

今
後
調
査
・
研
究
す
る

辻
井
建
設
課
長

観光資源となっている玉川さくら公園

玉川や史跡のすぐそばにあるまちづくりセンター椿坂

田た

　
中な

か

　
保や

す

　
美み  

議
員

【
特
集
】
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う
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今
回
の
ク
マ
出
没
時

の
対
応
は
。

　
　

ク
マ
ら
し
き
動
物
の

目
撃
情
報
が
あ
っ
た
際
に

は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
放
送
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
、
井
手
町

L
I
N
E
へ
の
通
知
、
区

長
や
保
育
園
、
児
童
館
、

小
・
中
学
校
、
府
立
井
手

や
ま
ぶ
き
支
援
学
校
等
の

関
係
者
へ
の
連
絡
、
町
内

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
。

　
　

市
街
地
に
ク
マ
が
出

没
し
た
際
の
対
応
は
。

　
　

本
年
9
月
よ
り
、
安

全
確
保
等
の
条
件
下
で
、

市
町
村
が
委
託
し
た
者
に

よ
る
緊
急
銃
猟
が
可
能
と

な
っ
た
。

　
　

出
没
し
た
ク
マ
の
捕

獲
や
駆
除
の
対
応
の
考
え
は
。

　
　

被
害
状
況
等
に
応
じ

て
追
い
払
い
や
捕
獲
、
緊

急
銃
猟
の
対
応
を
判
断
す

る
。

※
緊
急
銃
猟
と
は
…

　

ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
が
、
人
の
生
活

圏
に
侵
入
し
、
人
身

被
害
の
危
険
性
が
高

い
場
合
に
、
市
町
村

長
の
判
断
に
よ
っ
て
、

委
託
し
た
ハ
ン
タ
ー

が
猟
銃
を
使
用
し
て

捕
獲
す
る
新
し
い
制

度
で
す
。

利
用
率
と
も
に
増
加
傾
向
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
際

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

ア
プ
リ
等
は
使
用
で
き
る

か
。

　
　

地
方
税
統
一
Q
R

コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た
納

付
書
に
つ
い
て
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

リ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
等
に
つ
い
て
も
納
付

可
能
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
現
在
取

得
で
き
る
証
明
書
は
。

　
　

住
民
票
及
び
印
鑑
登

録
証
明
書
。

　
　

今
後
取
得
で
き
る
証

明
書
等
の
拡
充
予
定
は
。

　
　

具
体
的
な
開
始
年
月

は
未
定
で
あ
る
が
、
所
得

証
明
書
及
び
軽
自
動
車
税

の
納
税
証
明
書
の
発
行
が

可
能
と
な
る
予
定
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で

き
る
町
税
及
び
料
金
は
。

　
　

町
府
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

保
育
料
、
上
下
水
道
料
が

可
能
。

　
　

納
付
件
数
と
利
用
率

は
。

　
　

令
和
3
年
度
は
５
１�

０
２
件
、
21
・
２
％
、
令

和
６
年
度
は
７
７
２
５
件
、

32
・
３
％
と
利
用
件
数
・
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コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
状
況
は

令
和
３
年
度
か
ら

�

コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
開
始

木
田
税
務
課
長

高
江
企
画
財
政
課
長

花
木
住
民
福
祉
課
長

コンビニでは都合の良い時間に支払い可能です

８月にツキノワグマらしき動物が目撃されました

ク
マ
出
没
時
の
対
応
は

追
い
払
い
や
捕
獲
、
緊
急
銃
猟
の

�

対
応
を
判
断

奥
山
産
業
環
境
課
長

辻
井
建
設
課
長

鎌か
ま

　
田だ

　
隆た

か

　
宏ひ

ろ  

議
員

【
特
集
】
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

町
政
を
問
う

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う
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「
井
手
町
L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
の
現

在
の
登
録
者
数
は
。

　
　

９
月
１
日
現
在
で

５
７
２
人
。

　
　

登
録
者
数
を
増
や
す

取
組
は
。

　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
い
で
で
の
周
知
の
ほ

か
、
庁
舎
、
図
書
館
等
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
ザ
ー
ル
井

手
店
に
Q
R
コ
ー
ド
を
記

し
た
チ
ラ
シ
を
配
架
。

　

昨
年
の
文
化
祭
・
防
災

訓
練
で
チ
ラ
シ
の
配
布
、

登
録
の
補
助
を
行
っ
た
。

　
　

住
民
と
の
双
方
向
の

や
り
取
り
で
、
様
々
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

考
え
は
。

　
　

双
方
向
で
の
活
用
は

住
民
の
利
便
性
向
上
に
有

効
と
考
え
、
先
進
事
例
な

ど
も
確
認
し
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
「
イ
デ
フ
ル
」
開
業

に
伴
う
経
済
効
果
は
。

　
　

令
和
７
年
度
の
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
は

約
１
５
０
０
万
円
の
税
収�

が
見
込
ま
れ
、
令
和
６
年�

度
の
法
人
町
民
税
は
約�

１
０
０
０
万
円
。
雇
用
は

８
月
20
日
現
在
で
、
イ

　
　

広
い
駐
車
場
が
あ
る

た
め
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト

を
検
討
し
た
い
。

　
　

山
城
多
賀
駅
前
の
未

開
発
エ
リ
ア
の
今
後
の
展

開
は
。

デ
フ
ル
内
の
全
店
舗
で

１
３
６
人
、
う
ち
井
手
町

在
住
の
方
は
28
人
。

　

経
済
効
果
は
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

　
　
「
イ
デ
フ
ル
」
と
共

同
で
町
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
考
え
は
。

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
商
業
的
な

土
地
利
用
区
域
と
位
置
付

け
、
新
名
神
な
ど
周
辺
道

路
整
備
の
進
展
や
駅
前
と

い
う
立
地
を
生
か
し
、
持

続
的
な
発
展
に
資
す
る
企

業
の
誘
致
に
取
り
組
み
た

い
。
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早期開発が期待される山城多賀駅前の未開発エリア

様々な行政情報が入手できる町公式LINE

「
井
手
町
公
式
L
I
N
E
」の
双
方
向
活
用
は

山
城
多
賀
駅
前
未
開
発
エ
リ
ア
の
今
後
は

前
向
き
に
検
討
し
た
い

高
江
企
画
財
政
課
長

企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
た
い

西
島
町
長

奥
山
産
業
環
境
課
長

脇わ
き

　
本も

と

　
尚た

か

　
憲の

り  

議
員

【
特
集
】
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う
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子
ど
も
の
虐
待
等
の

現
状
と
改
正
児
童
福
祉
法

の
取
組
や
支
援
は
。

　
　

府
内
児
童
相
談
所
の

受
理
件
数
は
令
和
６
年
度

２
６
０
９
件
で
、
実
の
親

か
ら
の
虐
待
が
９
割
以
上
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で

か
ら
、
妊
婦
に
対
す
る
面

接
や
訪
問
、
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
、
乳
幼
児
健
診
や
育
児

相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
こ
ど

も
の
虐
待
防
止
や
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

関
係
機
関
と
の
連
携

や
情
報
共
有
な
ど
、
町
と

し
て
の
体
制
は
。

　
　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

保
育
園
、
学
校
、
医
療
機

関
、
障
害
児
相
談
支
援
事

業
所
、
保
健
所
や
児
童
相

談
所
等
と
の
連
携
を
密
に

し
、
ケ
ー
ス
会
議
を
開

催
す
る
な

ど
、
協
働

し
て
支
援

を
行
っ
て

い
る
。

　
　

子
育

て
に
お
け�

る
ソ
ー
シ�

ャ
ル
ワ
ー

ク
事
業
の

導
入
は
。

　
　

中
核

的
な
役
割

が
期
待
さ

れ
て
い
る

　
　

空
き
家
の
管
理
等
に

関
し
て
、
所
有
者
と
連
携

は
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
啓

こ
と
か
ら
、
近
隣
自
治
体

の
動
向
も
注
視
し
、
今
後

研
究
し
た
い
。

発
チ
ラ
シ
に
よ
り
、
適
切

な
管
理
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
文
書
や
電
話

等
に
よ
り
、
管
理
の
改
善

を
求
め
て
い
る
。

　
　
「
空
家
対
策
特
別
措

置
法
」
が
示
す
内
容
及
び

行
政
代
執
行
の
事
例
は
。

　
　
「
第
2
期
井
手
町
空

家
等
対
策
計
画
」
に
お
い

て
、
助
言
・
指
導
・
勧
告
・

命
令
の
措
置
の
後
、
行
政

代
執
行
の
措
置
を
行
う
。

　

本
町
で
行
政
代
執
行
の

事
例
は
な
い
。

　
　

相
続
放
棄
さ
れ
た
空

き
家
へ
の
対
策
は
。

　
　

行
政
代
執
行
、
略
式

代
執
行
、
緊
急
代
執
行
が

あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
空
き
家
の

状
況
等
を
踏
ま
え
て
対
応

す
る
。

　
　

罰
則
の
対
象
と
な
っ

た
場
合
、
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
は
。

　
　

勧
告
さ
れ
る
と
住
宅

用
地
特
例
の
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
、
税
額
が
上
が
る

こ
と
と
な
る
。
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今後導入が研究される「こども家庭ソーシャルワーカー」

雑木におおわれる空き家

「
こ
ど
も
家
庭
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」の

�
導
入
は

空
き
家
の
管
理
問
題
の
対
応
は

近
隣
自
治
体
の
動
向
を

�

注
視
し
研
究

堀
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

状
況
等
を
見
な
が
ら
、

�
適
切
に
対
応

高
江
企
画
財
政
課
長

木
田
税
務
課
長

岡お
か

　
田だ

　
久ひ

さ

　
雄お  

議
員

【
特
集
】
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

町
政
を
問
う

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う

ー　 　 ー14



　
　

例
年
と
は
異
な
る
新

な
訓
練
内
容
や
ア
イ
デ
ア

の
考
え
は
。

　
　

長
年
訓
練
内
容
に
変

化
が
見
ら
れ
な
い
と
の
意

見
を
参
考
に
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
被
害
調
査
を

は
じ
め
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
テ
ン
ト
や
簡
易
ベ
ッ
ト

な
ど
も
使
用
し
た
、
自
主

防
災
組
織
主
導
型
の
避
難

所
運
営
訓
練
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

　
　

体
育
館
な
ど
で
の
、

避
難
所
宿
泊
体
験
等
の
訓

練
の
導
入
は
。

　
　

Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
実
施
し

て
い
る
宿
泊
体
験
等
と
連

携
が
可
能
か
調
整
中
。

　
　

直
近
３
年
間
の
消
防

団
員
の
減
少
数
は
。

　
　増減

△1

△4

△5

団員数

205

201

196

令和５年度

令和６年度

令和７年度

　
　

防
災
訓
練
以
外
で
町

民
の
防
災
・
危
機
意
識
向

上
の
取
組
は
。

　
　

風
水
害
と
地
震
が

別
々
で
あ
っ
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
一
冊
の
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
ま
と
め

た
。
本
年
４
月
に
全
戸
配

布
し
防
災
・
危
機
意
識
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 　

　

各
地
域
に
合
わ
せ

た
防
災
訓
練
の
必
要
性

の
考
え
は
。

　
　

本
町
の
防
災
訓
練

で
は
、
危
険
箇
所
や
避

難
経
路
な
ど
、
地
域
住

民
の
意
見
を
反
映
し
た

マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
を
活

用
し
た
訓
練
を
実
施
。

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
訓
練
を
今
後
も
実
施

し
た
い
。

　
　

災
害
報
告
等
に

「
井
手
町
L
I
N
E
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
運

用
す
る
考
え
は
。

　
　

町
か
ら
の
情
報
発

信
が
メ
イ
ン
だ
が
、
災

害
時
の
情
報
提
供
・
共

有
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
か
ら
、
先
進
事
例
な

ど
も
確
認
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
。
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消防団員が年々減少しています！ 平時から防災意識を高めよう！

新
た
な
防
災
訓
練
の
導
入
は

避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
を

�

検
討

菱
本
安
心
・
安
全
推
進
課
長

木き

　
村む

ら

　
健け

ん

　
太た  

議
員

【
特
集
】
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う
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本
町
で
国
の
「
労
働

安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改

正
」
の
対
象
と
な
る
作
業

と
従
事
す
る
職
員
数
は
。

　
　

除
草
作
業
１
回
に
つ

き
建
設
課
か
ら
２
、３
名
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
井
手

町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
付
近
の
除
草
作
業
に

高
齢
福
祉
課
３
名
、
ご
み

収
集
運
搬
業
務
に
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
４
名
、
学
校

給
食
の
調
理
に
９
名
。

　
　

早
期
発
見
の
た
め
の

体
制
は
。

　
　

熱
中
症
の
疑
い
が
あ

る
と
発
見
し
た
場
合
、
作

業
か
ら
離
れ
休
息
し
、
所

属
長
へ
連
絡
。
重
篤
化
を

防
止
す
る
連
絡
体
制
を
整

え
て
い
る
。

　
　

関
係
作
業
者
へ
の
周

知
は
。

　
　

熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト

の
情
報
な
ど

も
確
認
し
な
が

ら
、
各
所
属
職

員
間
に
て
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

　
　

緊
急
情
報
は
外
国
人

に
も
わ
か
る
内
容
に
改
善

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

国
が
提
供
す
る
災
害

情
報
ア
プ
リ
な
ど
多
言
語

サ
ー
ビ
ス
を
案
内
。
緊
急

情
報
な
ど
に
つ
い
て
周
知

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
連

携
を
図
り
た
い
。

　
　

近
隣
自
治
体
で
は
外

国
人
向
け
の
冊
子
等
を
提

供
し
て
い
る
が
、
本
町
で

の
作
成
は
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、「
や

さ
し
い
日
本
語
」
に
翻
訳

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

外
国
人
に
も
わ
か
る

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
に
給
水
機
・
ウ
オ
ー

タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
の

考
え
は
。

　
　

施
設
利
用
の
際
は
飲

料
を
持
参
か
、
自
動
販
売

機
等
で
の
購
入

を
案
内
。

　
　

設
置
の
場

合
マ
イ
ボ
ト
ル

対
応
の
機
器
を

設
置
す
べ
き
で
は
。

　
　

現
在
は
考
え
て
い
な

い
。
緊
急
の
申
し
出
の
際

は
、
必
要
に
応
じ
て
職
員

が
水
を
提
供
す
る
。

「
表
示
」
が
公
共
施
設
に

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

庁
舎
は
日
本
語
表
記

の
下
に
英
語
に
て
表
記
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
や
授
乳
室
等

は
、
文
字
に
頼
ら
な
い
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
に
て
表
示
。

※�「
や
さ
し
い
日
本
語
」

と
は
…

　

普
段
使
わ
れ
て
い
る

言
葉
を
、
外
国
人
に
も

わ
か
る
よ
う
に
配
慮
し

た
、
簡
単
な
日
本
語
の

こ
と
で
す
。

（
例
）�

高
台
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

　

 

➡�

高
い  

場
所
へ

　
　

 

逃
げ
て

　
　

 

く
だ
さ
い
。
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町給食センターのスポットクーラーウォータークーラーの設置例

町
職
員
の
熱
中
症
対
策
は

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に

�

給
水
機
の
設
置
は

外
国
人
の
方
へ
の
対
応
は

周
知
・
対
策
に
努
め
て
い
る

平
間
総
務
課
長

現
在
は
考
え
て
い
な
い

奥
山
産
業
環
境
課
長

多
言
語
サ
ー
ビ
ス
を
案
内

平
間
総
務
課
長

高
江
企
画
財
政
課
長

菱
本
安
心
安
全
課
長

谷た
に

　
田だ

　
健け

ん

　
治じ  

議
員

【
特
集
】
決
算

決
算
（
質
疑
・
討
論
）

９
月
定
例
会

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

町
政
を
問
う

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う
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総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

京
都
府
町
村
議
会
議
運
・

　常
任
委
員
長
研
修
会
報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

８
月
25
日
に
、
現
在
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
井
手
小
学
校
体
育
館
の
空
調
に
つ
い
て
、
委

員
全
員
で
現
地
視
察
を
行
い
、
進
捗
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。

現
在
空
調
の
設
置
は
完
了
し
、
ボ
ー
ル
な
ど
が

当
た
っ
て
破
損
し
な
い
よ
う
に
、
カ
バ
ー
を
取
り

付
け
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

室
外
機
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
を
行
う
予
定
と
の
説
明
が
あ
り
、
多
賀
小
学

校
の
体
育
館
も
同
様
に
、
８
月
末
に
は
完
成
予
定

と
の
こ
と
で
し
た
。

委
員
か
ら
は
設
置
台
数
や
送
風
機
の
設
備
内

容
、
天
井
の
断

熱
材
の
有
無
や

室
外
機
の
音
の

問
題
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に

つ
い
て
も
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

二
学
期
か
ら
小
学
校
体
育
館
に

�
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
ま
す

�

委
員
長 

脇
本 

尚
憲

９
月
３
日
に
、
委
員
会
を
開
催
し
、
町
道
29
号

線
工
事
の
進
捗
と
国
道
24
号
バ
イ
パ
ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
に
つ
い
て
、
行
政
側
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

町
道
29
号
線
は
、
京
都
府
立
井
手
や
ま
ぶ
き
支

援
学
校
へ
の
登
校
路
線
で
車
道
・
歩
道
整
備
を
行

い
、
車
両
と
通
学
児
童
や
歩
行
者
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

委
員
か
ら
は
完
成
時
期
や
周
辺
道
路
の
通
行

止
め
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

国
道
24
号
バ
イ
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、

井
手
・
多
賀
地
区
に
お
い
て
、
各
３
か
所
で
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
の
開
通

に
は
、
ま
だ
時
間
が

か
か
る
そ
う
で
す
が
、

安
全
に
、
少
し
で
も

早
く
開
通
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
道
24
号
バ
イ
パ
ス
へ
の

�

ア
ク
セ
ス
道
路
等
に
つ
い
て

�

委
員
長 

鎌
田 

隆
宏

８
月
22
日
に
、
自
治
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
研

修
会
に
、
谷
田
利
一
議
会
運
営
委
員
長
、
脇
本
総
務
文

教
常
任
委
員
長
と
出
席
し
ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
テ
ダ
ス
代
表
理
事 

高
橋
博

樹
氏
の
講
演
で
、「
わ
く
わ
く
議
会
の
作
法
～
こ
れ
か

ら
の
楽
し
い
社
会
の
あ
た
り
ま
え
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

楽
し
く
誰
も
が
意
見
を
話
せ
る
、
誰
も
傷
つ
か
な
い
会

議
の
方
法
を
学
ぶ
も
の
で
し
た
。

会
議
で
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
の
役

割
が
有
効
で
、
そ
の
考
え
を
広
め
、
活
発
な
意
見
が
出

る
会
議
を
行
う
事
が
出
来
れ
ば
、
地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
、
と
言
う
も
の
で
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
な
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
増
え
、

審
判
の
い
な
い
誰
で
も

楽
し
め
る
「
昼
休
み
の

サ
ッ
カ
ー
」
の
様
な
会

議
が
出
来
れ
ば
、
理
想

形
で
す
。

会
議
の
理
想
形
で
あ
る

�「
昼
休
み
の
サ
ッ
カ
ー
」を
め
ざ
す
た
め
に

�

産
業
厚
生
常
任
委
員
長 

鎌
田 

隆
宏
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夏休み中に工事が進められました

工事の進捗について説明を受けました

会議の方法を学びました
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討
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）
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月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

委
員
会
報
告
等
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市
町
村
議
会
広
報
研
修
会

市
町
村
議
会
議
員
研
修
報
告

市
町
村
長
等
・
市
町
村

　議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　研
修
報
告

８
月
29
日
に
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
に
木
村
議
員
と
出
席
し

ま
し
た
。

自
治
体
広
報
広
聴
研
究
所
の
金
井
茂
樹
氏
か

ら
、「
戦
略
的
広
報
と
議
会
報
づ
く
り
の
形
」
の

講
演
と
議
会
広
報
誌
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
に
は
、
地
域
課
題

を
解
決
し
、
よ
り
良
い
政
策
・
施
策
・
事
業
を
行

う
に
は
、
住
民
と
議
会
と
の
信
頼
・
協
働
関
係
を

作
っ
て
い
く
。

議
会
広
報
活
動
で
は
、
情
報
の
受
け
手
と
な
る

住
民
の
方
に
、
関
心
・
認
知
・
理
解
・
納
得
・
参
加
・

参
画
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
意
識

を
変
え
て
も
ら
う

と
い
う
研
修
で
し

た
。

目
的
を
考
え
て
実
現
し

�
評
価・改
善
す
る
議
会
報
づ
く
り
を

�

委
員
長 

鎌
田 

隆
宏

８
月
18
～
20
日
に
、
全
国
市
町
村
文
化
研
究
所
で
行

わ
れ
た
「
地
方
議
員
の
た
め
の
政
策
法
務
」
の
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
新
潟
大
学
副
学
長　

宍
戸
邦
久
氏
か
ら

「
地
方
議
員
と
政
策
法
務
」
に
つ
い
て
、
関
西
学
院
大

学
教
授　

小
川
大
和
氏
か
ら
「
法
務
執
行
の
基
本
」
に

つ
い
て
、
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
条
例
立
案
の
演
習
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
支
え
合
い
活
動

推
進
」
で
し
た
。

３
日
目
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
で
、
他
の
議
員
か

ら
の
質
問
や
講
師
か
ら
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
」
や
「
議
会
基
本
条
例
」
は
、

そ
の
ま
ま
持
ち
帰
っ
て
使
え
、「
地
域
支
え
合
い
活
動

推
進
条
例
」

は
、
着
眼
点

が
独
創
的
と

話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

７
月
28
～
29
日
に
、
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究
所

で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
か
ら
３
名
で
参
加
し
ま

し
た
。

１
日
目
は
、
神
戸
市
長
の
久
元
喜
造
氏
か
ら
、『
真

の
意
味
で
の
持
続
可
能
な
都
市
を
目
指
し
て
』
の
講
義

が
あ
り
、
次
に
、
文
芸
評
論
家
の
三
宅
香
帆
氏
と
小
説

家
の
宮
島
未
奈
氏
か
ら
、『
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
す

文
学
の
力
』
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
教
授
の
松

本
久
史
氏
か
ら
、『
明
日
を
生
き
る
た
め
に
』
の
講
義

が
あ
り
、
次
に
、
株
式
会
社
ブ
ッ
ク
会
長
の
樋
口
聖
典

氏
か
ら
、『
み
ん
な
が
や
り
た
い
場
所
を
つ
く
る
廃
校

利
活
用
施
設
』
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

自
由
で
あ
る

た
め
に
多
様
性

が
必
要
で
あ
る

と
い
う
考
え
が

印
象
に
残
り
ま

し
た
。

政
策
実
現
の
た
め
の
条
例
提
案
に
向
け
て

�

鎌
田 

隆
宏

地
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
に

�

田
中 

保
美
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等
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を
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委
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議会の主な公務　（令和７年７月から９月まで）
７月分

日 曜日 公務内容 出席議員

7月 1 日 (火) 井手地区「社明運動」駅前啓発 奥田議長

7月10日 (木) 井手地区「社明運動」綴喜地区研修大会 奥田議長

7月11日 (金) 井手町立学校給食センター運営委員会 谷田利一副議長・脇本議員

7月23日 (水) 京都府町村議会議員研修会 全議員対象

7月24日 (木) 例月監査 岡田議員

7月29日 (火) 井手町開発審議会 脇本議員・鎌田議員

7月31日 (木) 京都府後期高齢者医療広域連合議会（全員協議会） 木村議員

８月分
日 曜日 公務内容 出席議員

8月 1 日 (金) 井手町民生委員推薦会 奥田議長・谷田利一副議長

8月 4 日 (月)
令和７年第３回議長会議 奥田議長

京都府高速道路網整備促進協議会　令和７年度総会 奥田議長

8月 7 日 (木) 京都府後期高齢者医療広域連合議会（８月定例会） 木村議員

8月 8 日 (金) 町村議会広報編集正副委員長研修会 鎌田議員・木村議員

8月20日 (水) 例月監査・決算審査（～ 8/25） 岡田議員

8月22日 (金) 議運・常任委員長研修会 谷田利一副議長・脇本議員・鎌田議員

8月25日 (月) 国道24号城陽井手木津川バイパス整備促進協議会令和７年度総会 奥田議長

8月27日 (水) 府政懇談会 奥田議長

8月29日 (金)
市町村議会広報研修会 鎌田議員・木村議員

京都地方税機構議会８月定例会（全員協議会） 小割議員

９月分
日 曜日 公務内容 出席議員

9月 4 日 (木) 井手町国民健康保険運営協議会（令和７年度第１回） 奥田議長

9月 5 日 (金) 井手町交通対策協議会 奥田議長・谷田利一副議長

9月22日 (月) 交通安全運動街頭指導
奥田議長・谷田利一副議長・脇本議員・谷田健治議員・
木村議員

9月29日 (月) 城南衛生管理組合議会　議会運営委員会 岡田議員

9月30日 (火) 交通安全運動街頭指導 岡田議員・田中議員・小割議員
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子ども見守り隊とは 主な活動を教えてください
　　　

いでたん

ご協力ありがとうございました！！

新米記者いでたんが町に出かけて、
まちのこといろいろ聞いてみます。

井手地区子ども見守り隊の小川榮太郎隊長に

お話を伺いました。

　　　 　　　

最後に、小川隊長にこっそり聞きました

活動を通じて感じたことは
　　　

　地域住民やPTA、教職員が連携し、子ど

もたちの安全を守るボランティア組織です。

　平成18年に、多賀地区、井手地区それぞ

れ活動団体が発足し、現在は井手地区で

58名、PTA隊員を含めると143名が活動し

ています。

　活動者自身の安全確保も大切だと呼び

かけています。

 また今後は、高齢者中心の活動から、多様

な世代が参加しやすい「ながら見守り」や

「声かけ・挨拶」等をさらに広め、隊員のす

そ野を拡大していくことが目標です。また、

より多くの人々が無理なく見守り活動に参

加できる様に、警察や学校など関係機関と

の連携を強化し、地域全体で子どもたちを

守る体制を築くことを目指しています。

　是非この機会にご入隊をお願いします。

「具体的な見守り活動」や「ながら見守り」

などの質問も、気軽にお声がけください。

●座右の銘は…

　「至誠にして、ものごと筋を通す」

●休日の過ごし方は…

郷土史家として、地域の歴史や古典文

学を次世代に継承する活動にも情熱

を注いでいます。

●趣味は…読書・地域誌研究

登下校時の見守りや不審者への声か

け、危険箇所のチェックなどです。

また、子どもが犯罪被害に遭うことを未

然に防ぎ、地域の子どもたちの安全と健

やかな成長を支えることを目的としてお

り、京都府警と連携し、散歩や買い物のつ

いでに子どもたちを見守る「ながら見守

り」も推進しています。

子どもは自ら危険を回避する能力が低く、

一度被害に遭うと本人や保護者だけでな

く、社会全体にも大きな影響を与えるため、

被害をゼロにすることを目指しています。
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